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Fig．9　Dose－response　curves　for　norepinephrine・
　　　induced　contractions　of　the　prostatic　half
　　　of　the　vas　deferens　obtained　from　control
　　　（●）and　diabetic（○）rats．　Vahles　represent
　　　the　mean　of　8　experiments，　respectively，
　　　with　the　mean±S．　E．　indicated　by　vertical
　　　lines．
ことより，交感神経の機能変化，即ち除神経様の
効果，が考えられたので，交感神経を電気刺激し
た時の輸精管の収縮反応を観察したところ著明な
変化はみられなかったことより，神経の変性ある
いはNEの合成能の低下は考えられない．神経が
変性しなくても除神経後にみられるsupersensi・
tivityが観察されることがある．これは細胞体か
ら神経末端へ巨大分子を輸送する軸索流を止めた
時に生じる．糖尿病時には軸索流が著明に低下し
ているという報告もあるが，恐らく輸精管におけ
る薬物感受性変化は交感神経内における軸索流が
減少したためneufotrophicfactor（s）が平滑筋に
影響を与えなくなったが故の感受性変化が生じた
ものと考えられるが，詳細については現在検討中
である．最大収縮力も増強されていたことより平
滑筋のCa2＋イオン利用率に変化が生じると推測
し，60mM　K＋脱分極筋におけるCa一収縮を観察
したところ，糖尿病群において有意に増強されて
おり，またCa－agonistであるBay　K8644によ
る収縮も増強されていたことより（図10），糖尿病
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Fig．10　Typical　recordings　of　contractile　response
　　　of　the　vas　deferens　obtained　from　age－
　　　matched　control　and　diabetic　rats　induced
　　　by　Bay　K　8644．　Note　that　Bay　K　8644　had
　　　without　effect　on　the　vas　deferens　obtain・
　　　 d　from　age－matched　control　rats．
時にはCa2㌔channelsの活性化あるいは数の増加
が示唆された．
5．　ま　と　め
　以上，糖尿病時に生じる合併症を検索する意味
で各種平滑筋の各種薬物に対する反応性の変化を
調べることによって，糖尿病時における平滑筋の
機能変化を調べた．その結果ほとんどの平滑筋に
おいてなんらかの変化が生じていることが分か
り，特に電位依存性Ca2＋－channelsの活性化，β
受容体の感受性低下が特徴的と思われた．また十
二指腸でみられるように内在性神経の機能変化も
みられ，糖尿病時における合併症の複雑さを示し
ている．今後，さらにbinding　assay，　cyclic
mcleotidesの測定，細胞内Ca2＋イオンの動態，
細胞内情報伝達機構の変化，血管内皮細胞の機能
的，組織学的変化等を検索することによって研究
の精度を上げていきたい．
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